
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
体
験
者
の
手
記

ー
大
興
安
嶺
の
悲
劇
と
シ
ベ
リ
ヤ
収
容
所
の
重
労
働
|

こ
の
手
記
は
四
十
数
年
間
暖
め
て
い
た
も
の
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
抑

留
の
苦
労
と
悲
劇
を
、
二
度
と
起
こ
さ
ぬ
た
め
に
も
、
多
く
の
人
に
伝
え
、

後
世
に
語
り
継
ぐ
も
の
と
し
て
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

昭
和
二

O
年
二
月
初
旬
、
学
窓
を
後
に
、
幹
部
候
補
生
要
員
と
し
て
青

森
県
弘
前
歩
兵
三
一
連
隊
に
現
役
入
隊
。
一
週
間
後
に
渡
満
。
ソ
満
国
境
、

満
州
(
中
国
東
北
部
)
輿
安
北
省
ト
ボ
ス
(
徳
伯
斯
)
駐
屯
。
満
州
第
一

O
七
師
団
歩
兵
一
七
七
連
隊

(
通
称
、
満
州
第
二
O
一
部
隊
)
米
本
勝
男

大
佐
連
隊
長
傘
下
、
第
三
大
隊
(
佐
藤
義
吉
少
佐
大
隊
長
)
第
十
中
隊
(
菅

清
治
少
尉
隊
長
)
に
編
入
さ
れ
、
初
年
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。
一
個
中
隊

の
み
の
駐
屯
隊
で
、
兵
舎
と
は
名
ば
か
り
。

地
下
を
掘
り
下
げ
、
屋
根
の

上
に
土
を
か
ぶ
せ
、
地
下
式
三
角
兵
舎
で
、
電
灯
も
な
く
ラ
ン
プ
生
活
。

夜
と
も
な
れ
ば
大
草
原
の
中
に
オ
オ
カ
ミ
の
遠
吠
え
に
脅
え
た
。
氷
点
下

何
十
度
と
い
う
厳
寒
の
中
で
防
寒
服
、
防
寒
靴
と
完
全
装
備
を
つ
け
て
の

日
夜
猛
訓
練
が
続
い
た
。
や
が
て
一
期
の
検
閲
も
終
わ
り
、
部
隊
本
部
の

あ
る
ウ
サ
コ
ウ
(
五
叉
溝
)
の
原
隊
で
幹
部
候
補
生
の
集
合
教
育
を
受
け
、

対
戦
車
用
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
備
え
、
地
下
壕
の
構
築
に
従
事
す
る
。
完
成
問

足

立

芳

郎

上
鷺
宮
四
丁
目

近
な
八
月
初
旬
、
連
隊
本
部
か
ら
各
中
隊
所
属
隊
に
復
帰
命
令
が
あ
り
、

国
境
か
ら
中
隊
に
帰
る
。
八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
り

開
戦
と
な
る
。
八
月
十
四
日
に
は
シ
|
コ
|
(
西
口
)
付
近
で
ソ
連
軍
戦

車
隊
と
交
戦
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
夜
半
、
我
が
中
隊
か
ら
特

攻
隊
を
編
成
、
部
下
三
人
を
一
組
と
す
る
特
別
攻
撃
隊
に
選
ば
れ
、
手
棺

弾
と
銃
剣
の
み
で
夜
中
に
行
動
開
始
。
夜
明
け
に
突
撃
す
る
命
令
を
受
け

出
動
す
る
も
、
予
想
以
上
の
ソ
連
戦
車
群
と
、
優
勢
な
火
器
兵
力
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
全
滅
す
る
恐
れ
あ
り
と
部
隊
本
部
が
判
断
、
突
入
数
時

間
前
に
退
去
命
令
の
伝
達
が
あ
り
、
我
々
は
出
発
地
点
に
戻
っ
た
。
留
守

隊
は
一
足
先
き
に
食
糧
、
そ
の
他
の
物
資
一
切
を
持
ち
転
進
し
た
た
め
、

我
々
隊
員
は
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
行
動
。
山
中
の
草
の
根
「
ア
マ
ド
コ
ロ
」

(
ユ
リ
科
の
多
年
草
)
を
食
べ
な
が
ら
飢
え
を
し
の
ぎ
、
転
進
中
の
本
隊

に
二
日
後
に
た
ど
り
着
き
合
流
し
た
。
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八
月
十
五
日
の
終
戦
も
通
信
不
能
の
た
め
知
ら
ず
、
大
輿
嶺
の
ま
っ
た

く
の
無
住
地
帯
を
ソ
連
軍
と
交
戦
し
な
が
ら
、
食
糧
は
な
く
、
草
の
根
、

生
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
か
じ
り
、

川
に
手
摺
弾
を
投
じ
て
魚
を
と
り
、
わ



ず
か
に
飢
え
を
し
の
い
だ
。

日
々
に
体
力
も
消
耗
し
、
下
痢
や
寒
気
の
た

め
凍
死
す
る
者
あ
り
。
重
傷
な
ど
で
自
決
す
る
者
な
ど
実
に
悲
壮
な
も
の

で
あ
っ
た
。

八
月
二
五
日
、

ゴ
l
ジ
ュ
ダ
イ
(
号
什
台
)

で
最
後
の
交
戦
を
し
た
が
、

輯
重
部
隊
で
あ
り
、
早
々
に
退
却
し
て
い
っ
た
。
四
日
後
の
八
月
二
九
日

イ
ン
ト
|
ル
(
音
徳
商
、
満
州
西
北
部
)
に
、
日
の
丸
を
つ
け
た
軍
用
機

が
飛
来
、
近
く
の
草
原
地
帯
に
強
行
着
陸
し
、
日
ソ
両
軍
参
謀
が
来
て
終

戦
の
詔
書
と
関
東
軍
の
停
戦
武
装
解
除
の
命
令
を
伝
達
。
初
め
て
終
戦
を

知

っ
た
。
直
ち
に
武
器
、
弾
薬
の
供
出
を
命
ぜ
ら
れ
、

一
切
ソ
連
軍
の
命

令
に
よ
り
行
動
。
捕
虜
と
な
り
悪
夢
と
悲
惨
な
抑
留
生
活
が
始
ま
る
。

チ
チ
ハ
ル
第
二
飛
行
場
に
部
隊
が
集
結
、
作
業
大
隊
を
編
成
、
人
員
千

五
百
名
が
十
月
十
五
日
出
発
、
二
段
貨
車
に
て
撒
樹
屯
、
ブ
ハ
ト
、
ハ
イ

ラ
ル
、
満
州
里
を
経
て
、
十
月
二
五
日
ソ
連
領
シ
ベ
リ
ア
、
チ
タ
地
区
十

二
分
所
ハ
ダ
ブ
ラ
ク
ル
に
収
容
き
れ
る
。
収
容
所
は
二
重
の
鉄
条
網
に
固

ま
れ
、
四
隅
に
は
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
(
照
明
灯
)
の
つ
い
た
望
楼
が
あ
り
、

警
備
兵
が
マ
ン
ド
リ
ン
銃
(
自
動
小
銃
)
を
か
ま
え
、
四
六
時
中
監
視
し

て
い
た
。
作
業
は
鉱
山
の
採
石
作
業
が
主
力
で
、
ノ
ル
マ
万
能
の
中
で
の

重
労
働
、
そ
の
上
食
糧
事
情
が
極
め
て
悪
か
っ
た
。
理
由
は
収
容
所
の
所

長
が
我
々
に
支
給
さ
れ
る
糧
株
の
横
流
し
を
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

過
酷
な
労
働
と
栄
養
失
調
で
倒
れ
る
者
が
続
出
し
た
。
シ
ラ
ミ
の
媒
介
に

よ
り
恐
ろ
し
い
伝
染
病
、
発
疹
チ
フ
ス
と
回
帰
熱
に
よ
り
四

O
度
前
後
の

高
熱
に
冒
さ
れ
う
め
く
者
、
隣
の
寝
台
で
就
寝
し
て
い
た
戦
友
が
夜
が
明

け
て
み
る
と
冷
た
い
屍
に
な
っ
て
い
た
り
、
便
所
に
行
っ
て
倒
れ
、
そ
の

ま
ま
死
亡
し
た
り
し
た
。
当
初
は
敷
布
に
包
ん
で
一
人
、
二
人
と
丁
寧
に

埋
葬
し
て
い
た
が
、
日
々
に
死
者
が
多
く
な
り
、
倉
庫
に
数
十
名
と
積
み

重
ね
、
丘
の
上
に
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
、
衣
服
を
剥
ぎ
埋
葬
し
た
。
な
ん

と
六
か
月
間
に
四
八

O
余
名
と
い
う
多
数
の
死
者
が
出
た
。
そ
れ
は
悲
惨

な
生
き
地
獄
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
、
捕
虜
行
軍
移
動
中
、

銃
(
自
動
小
銃
)
を
持
っ
た
ソ
連
兵
が
飛
び
出
し
、

コ
ウ
リ
ャ
ン
畑
か
ら
突
然
マ
ン
ド
リ
ン

日
本
兵
が
何
の
抵
抗

パ
ン
、
パ
ン
と
鋭
い

銃
声
が
数
分
間
続
く
。
す
る
と
「
チ
ャ
ス
イ
(
腕
時
計
)
ダ
ワ
イ
(
よ
こ

せ
こ
と
呼
ぴ
な
が
ら
、
数
人
の
兵
士
が
掠
奪
を
始
め
る
。
時
計
、
万
年

筆
、
皮
革
品
(
将
校
の
長
靴
、
革
鞄
)
、
外
套
と
手
当
り
次
第
に
一
日
何
回

と
な
く
掠
奪
の
日
が
続
い
た
。

も
で
き
な
い
こ
と
を
知
り
、
故
意
に
威
嚇
の
発
射
。
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零
下
三

O
度
以
下
に
な
る
と
、
屋
外
作
業
は
中
止
と
な
り
待
機
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
の
場
合
は
作
業
に
従
事
す
る
も
、
凍
っ
た
土
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
く
ら
い
の
堅
き
で
、

ロ
ー
ム

(
鉄
の
棒
)
を
使
っ
て
一

日
が
か
り
で

十
セ
ン
チ
も
掘
れ
れ
ば
よ
い
方
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
半
病
人
で
、
力
も

な
く
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
建
築
現
場
で
は
レ
ン
ガ
を
背
負
っ
て
二

O
枚
以
上
運
ぶ
仕
事
を
し
た
。
建
物
が
高
く
な
る
ご
と
に
階
段
を
登
る
の

が
一
番
苦
し
く
、
過
酷
な
重
労
働
で
、
毎
日
の
よ
う
に
体
調
を
悪
く
し
、

発
熱
す
る
者
が
続
出
し
、
作
業
割
(
軽
作
業
と
重
作
業
)
の
割
当
に
皆
脅

え
て
い
た
。
極
寒
の
屋
外
作
業
は
本
当
に
過
酷
な
労
働
で
、
苦
し
み
は
忘



れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

シ
ベ
リ
ヤ
の
地
に
、
幾
多
の
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
た
屈
辱
の
抑
留
生
活

に
耐
え
、
昭
和
二
三
年
八
月
に
無
事
復
員
し
た
。

時
に
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な

っ
て
き
た
が
、
戦
争
の
体
験
者

は
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
真
実
を
語
り
継
ぐ
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
当
時
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
く
現
在
、

... 

、，

こ
の
実
態
を
記
録
に
残
し
、
再
び
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

最
後
に
異
国
の
地
に
眠
る
多
く
の
戦
友
、
同
胞
の
霊
に
対
し
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令-曹， ， 

P司世

‘' 

寸

‘'f ... 

多

。。




